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心からの感謝をこめて

春の官 4月14日 ビアニストの利用8之 さんともに 「四

多のコンサート
“
春
"J !こ
出演させていただきました。

クランック音楽を慈t/み 愛 t/ 大切にしていら,し ,
るスタッフの皆さまや友の会会員の方々 さ らに会場に

お越しのお客さ言の気持ちが本一ルの隅々まで行きわた

っている中 そ の空気に包まれながう 感 動しつつも心

からリラックスして涙秦させていただくことができまt/た。

今でも皆さまの温かい実飯と拍手 会 場の空気 そ して

2人のがわいい花束贈呈係のちびっこ兄妹さんたちの様

子を思い出すと あ わっと心が温かくなけます 本 当に

ありがとうとざいました。

今回のブログラムは 前 半をすべて日本欧由にいたしま

した。長年大切に歌っております山田耕作作品の中でも

「この道Jや 「からたちの花Jの ような  超  が つく

ほと有名なものから 「ばうの花に心をよせてJや 「た

たえよ し らべよ 歌 いつれよJと いった演奏される格

会は多くないながら 珠 玉の作品も選出いたしました.
シンブルな中にも奥深さと気品が備わっていて 歌 うた

びに新たな発見をし 凍 とした気持ちにさせてくれる作

品たちです 木 下牧子の 「風を見たひとJで は 河 原さ
んの色彩豊かなビアンの古色が 会 場にさ一っと優しい

風を連んでくださ0た ように感しました。

そして大学の同級生である菅野祥子さんのつくった 「き
なのにJも

この曲は 陸 前高国市出身でウ

ィーン在住のメブ ツプラクの

菅野さんが 2011年 3月11日の

康災後まもなく 故 郷への穂い

をかたちにした曲です。

《春なのに きなのに 何かが

こばれてゆくよ。春なのに 若だ

から 僕rr前を向いて行くよ》

会場の皆さまが 彼 女の想いに

共嶋してくださっていることを麟しつつ 歌 わせていた

だきました。

後半はオベラの世界をたっぷりとと揺能いただければと

オベラ アリアを中心に選出いたしました。オベラの世

界を知り尽くしていうっしゃる nj原さんのビアフに オ
ーケス トラの響きの多彩さ 雄 大さ 繊 撤さ そ して舞

台上のさまざまな情景を表現してくださいます。孤島で

囚われの身を瞳くアルミレーナ 初 恋に憶れるジュウエ

ット 運 命の人に出会ってしまい壼を怖れるヴィオレッ

タなと さ まざまなヒロインの心情や情景に お 害さま

すこのひと時 想 いと馳せていただけたとしたら と て

も幸せです.

またいつの日か皆さまとお会いできますことを と ても

楽しみにしてヽります。

心がらの感謝とともに 浜 松音楽友の会のますますのと

発展をお折り申し上げます。
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かけがえのないもの 車セ

ビアニスト石 井 園 子

爽やかな光滋れる五月.四 壕のコンサートー週間前の

海国.高 度を下げ始めた飛行機の核越しに口植えを終

えたばかりの水田が広がり 水 面に言空を映してきら

きらと揮いていました。新緑の森に囲まれた日本の国

固風景を眼下に蹴めながら そ の美しさへの歓びのよ

うな 感 謝のような 安 培のような 何 ともいえない

気林ちで胸がいっばいになりました。
ヨーロッパの文化や風景は刺激と感動と共に日常のも

のとして私の中に根を降ろして そ れは西洋音楽を演

奉する自分にとって大切な財産となっています。でも

同時に心に浮かヽのは い つも当たり前にそこにあっ

た故腐のなにげない風景や ど んな時も自分を思って

くれている大切な人と過ごす糖やかなひとときです。

それは自然で 美 t /く 費 しく

私にとってかけがえのないも

のたということをあらためて

感します。

リサイタルの一曲目に弾かせ

て頂いたのはシューベル トで

t /た。

修士議文の研究テーマにも遼

んだ私の愛 してやまない作由

蟹です 常 に消えることのな

かった孤独感と 幸 せへのほれを持ち続tすたシューベ

ルト 哀 しみを包み込むような温かを言某は 決 して

叢やかではないけれと 乗 オトで和稗て自然を美しさを

湛え 常 に心の俗うにいてやさしく語けかけてくれます。

しかしそれはとても傍くて 私 の心を提えて放しません。

その吉楽は私の人生に一番必要で美しく愛しく感しる

ものと同じ存在です。そこに私が言葉を続けてとられ

た原点と 推 もが共じしあえる′bが ある機に思います。

作曲家と云うひとりの人間がこの世に残した音葉を

心から心へと伝えていける そ んな音楽家でありたい

と思っています。

この度はすばらしい機会をいただき本当にありがとう

とさいました。浜松壱楽友の会の益々のご発展をお祈

り申し上げます。また故郷浜松にて湊要できることを

築しみにしております

「浜松出身の演茉家シリーズXX」5月10日

年■==■■■友の会によせて ========

私は8年前より浜松フロイデ合唱団に所属 し 毎 年12

月にアクト大ホールでベー トーヴェンの窮九を歎って

います。音楽が好き 歌 うことが好き 1まさに 「喰う

霜る 験 う」の世界に生きているといっても過言では

ありません。そんな中でもも,と 歌う技術を体得した

いと思い 声 楽の先生のもとにレッスンに通うように

なり 3年 がたちました。その先生が 「浜松吉楽友の会」
をお仲間の皆様と共に立ち上げ 今 もF‐力されている

ことを知り さ っそく大会させていただきました。
この間 素 晴らしい音楽家との出会いに ど れほど臓

の打ち憲える思いを味わったことでしょうか…

声某を学本立嬢から 特 に昨年7月 の声楽家の市原多

朗さんの演奉は 舞 台挨拶で還暦を迎えたと打ち明け

られた時 思 わず客席から快哉を叫びました。長き大

友の会会員 野 じ 裕 子

生を重おられたからこその軟らかい 重 犀態溢れる歌

声…6

盛かな人生の軌跡が ひ しひしと伝わりました。

そして今年の書の 幸 田浩子さんのリサイタル.湧 き

出つる臭のととき軟声は 声 楽を学ぷ端くれにとって

憶れそのものです。まるで会場―帯がオーロラに包ま

れた織な雰囲気を味わいました。
かくて 四 家の会ヨンサートでの沢出の暗築家 (衰術家)

との出会いは 聴 く私たちにとって 「心のほ」そのも

のです。と尽力くださるスタックの管様に 心 より8

囲申し上げます。これからもこの会を愛してやまない

多くの人々の 明 日への希望や生きる力となけます様

に



■==ホ =“新鮮で刺激になるコンサート!■=‐ ===“ !■====Ⅲ ■■■====■ ■!

私は小学校 5年 生のRキから 四 空のコンサー トに行,

ていなす。今年で6年 目になりますが そ れぞれのコ

ンサー トが本当に牽晴らしいので 毎 回楽 しみにして
います こ の合に入るまで, ビ アンのコンサー トに

行くことが多く 歌 や管弦楽器 ア ンサンフルなどの

コンサー トにはあまり行■たことが,力 ●ためて 初
めて四手のコンサー トに行った時は思っていた以上に

楽 しく と ても新鮮に0し 忘したっ毎年格々な楽器の

i富奏やアンサンラルljrぁるので い ろんな吉楽に本れ

られて 本 当に楽 しいです.出 演してぃる方々の痕奏
もとても素敵で葬暗らしく わ 話も面白いので い つ

も嫌なことを忘れて心か,表 しめます も ちろん勉強
にもなるし と ても,1激的て 自 分もビアタの練瞥を

プロクラム
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空の悲しみ

奎ゆ喜び

高校14幕  和 言

頑“ろう 1とぃう気持ちになⅢます.

私が今まて喘いた預奉会の中て印最に残ってぃるのⅢ
■マラン ブラスのコンサー トやアコーティォンのコン

サー トなとです.と にかく共 しくて面白くて 今 ても

よく覚えています 硫 いたことがないような音楽だっ
たので と ても衝撃的てした

今後 3茉 敵■コンサー トをたくさん企画していってく
たさると思うのて こ れからも楽したでいまたいてす

また勉強中の身ですが も っともっと面張って ぃ つ

か私も四室のコンす― 卜t出 らl■るようt減 暮家にな

りたいです.そ して ヽ 客様に楽 したてもらえる,i春
ができるように努力していきたいと思います

・― こ れからのコンサート予定

く0〉  ア
レッシオ ブヽックス ピアノリサイタ,レ 10月 19日 (金)6 45PM(閣 寝)

浜松国際 リーズ国際ウ ールの覇者としてニェーヨークを拠点に格腱する実力析ビテこスト↓
超植技巧を埋使した作品をま麗に弾どこ■,テ クニックと研吉遺まされた吉楽性で お衆を魅了する
ブロブラムをお環しみください。

2部

ムツルグスキー/紹 曲隈 覧会の絵J

ブ0ムす―ドー「J 人ヽJ―ブロムナートー「古域J
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―fサムエル 「lルテンベルタとシ■ムイルJ―アロムナード
～「ウモーシ■の市場J～「力jヨンブ(ローャ時代のき
ヽ「死せる言奏による死者への呼びが,J
―「軽のこの上に建つている小8ゥ(ヽ ■―ブJ
―「イエ7の大F月J
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チャイコシスキー日勝コンクールヴァィォリン苫[F月で衝球的な優勝ケら3年

満を持して初めての浜松公槙 同 しくチャイコフスキーヨンクールで最高
位を獲得したビアニストミロスラフ クルティンIフと二つの才能が容きあう

章麗なる情熱のデュオ ようゃく実現した極上の流春会をと堪能くたさい

1部
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浜松言案友の会 創立30周 年記念

コ〕け1予定‐わ‐に●―,j→t―・―‐・- 2013年

e雌 美ウカカS野原みどり
』

の
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デユオリサイタル 4月 5日 (金)

元ミス ユニバース /t′ヽ ンで 欧米での活躍も目党ましいツプラク駄手JttH里実と豊かな音翼性で定辞のあるビフニスト野

原みどりのブラチナ デュオが実現。イタリア歌由 オベラアリア ミ■―ジカル 日本歌由などの幅広いレ′`一トワーの中から 電

妙なトークを支え 募しいブログラムをお届します。30周年記念の春を飾うに本さわしい華やかなコンサートをお楽しみくたさい。

(皓) ブヽり百藤団ブラスクインテット  5月18日(土〕
バリ督弦楽回の首席奉者のみで構成された全省アツサンカレ.彼らの奏でるフランス音楽は 管楽揺ファツのみをうす 全世

界の吉築愛好家から絶大な宮7判を得ています 卓越した技術をt4つ濃暮家で構成されている′Hり管弦某団 その中でもクリア

で色彩豊かな首色を誇る金管英器セクションによる華麗なアンサンブルをご増高まください。

0カいゥォメ別レテット唖伊日0
日本を代表するヴィオラ春者である店村張積の呼びかけてNHK交 警共団の指鋭たちと構成されたスーパーカルテットパルト
ークの弦茶四霞奏曲全6出の演業を目指して2006年から意欲的な活動を続けています。メンブ`一は霜藤真知壷(ヴァイオワン)

大宮臨太郎 (ヴァイオツシ)店 村民積 (ヴィオラ)藤 藤売― (チニ日)の4名からなり高度なテクニックで鮮烈なハーモニーを

紡ごます。

く
合) 小

曽根 真 ピアノリサイタ)レ 12月 予定

1軸 年ナヽ一クリ=盲翼大学方 ズ作由編由科を割席傑 同キ坊―ネギー小―ルでノ即 サイタル 米Cい よリアルバム「0【NEJ

で全世界デビュー.クラシックでもデェトヮ 尾高8明 らの害名指揮者とモーツァルトショスタコータィチ ラフマニンフ等の協

茉曲を濃秦。スタンタートジャズからクラシックそしてオリジナル由まで 真の自由を摩しながら一期―会の感動を赫き出す小曽
根真の世界へどうコ

浜松出身の演婁まシリーズ

切,澤利佳 ソプラノリサイタル  7月 20日 (土)

浜松市立与進中学校 浜松学妄高校芸術tr卒集後 東京要術大学戸楽科 同大学虚音楽研究科オペラ専攻修7.第 44

期二期会マスタークラス値了。修了時に優秀賞受賞。二瑚会公演「蝶 夫々大Jケイト役でオヘラテビュー。「椿姫J「マンJ「 ラ

ホエームJなど数 の々オベラで好寝.国内における数 の々コツクールで入賞し華のある容姿と表現力の豊かな戦唱で益 注々

目を浴びる期待のツプラ′歌手。浜松学芸高校芸術科非常動議師.二期会会員.

言回共 於 :はまホール

★会員の皆様今のお願い★

会員だより 皆 様のご寄稿をお待ちします。400字詰原稿用紅2枚以内で テ ーマは自由です。

会員登録は 年 度が変わってもそのまま継続されます。

退会希望の方は ハ 方キに住所 氏名 電話 会員番号を編 大の上 前年度の12月末日近に 事務局宛に退合の旨を控 絡ください

名義変更の方は ハ 方々に旧会員と新会員の住所 氏名 電蓋 告員番号 H日安員の)を=記 入の上 事務局宛お送りください。

保育堂=4tl用の方は コ ツサー トの前日言でに 岡 本 0053(466)歓 17までお申込″ください。

開場時(開演30分前)力う終演までお預かけします。1回500円です

●インタピュアー ィヒ界贈呈係を環 しています。こヽ ヨの方は 事務局までこ運葛ください

個人市研の取り扱いについて

当資は摘大■却の回中収しヽについて 「値 tt"鞭り保応に関するま々Jエ サその紅の日連弦今】'その他の統虹 ガ イトラインをとすレ
預大侑鞭|こついて査切癒 理 取ワ源しヽし浜とこヨ0ま す


